
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
、
上
田
市
武
石
診
療
所
の
所

長
が
、
廣
瀬
医
師
か
ら
奥
泉
医
師
に
代
わ
り

ま
し
た
。
複
数
の
医
師
が
外
来
を
受
け
持
ち
、

訪
問
診
療・往
診
を
整
理
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
武
石
診
療
所
の
S
D
G
ｓ
」、
す
な
わ
ち
、

武
石
診
療
所
が
「
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
4

月
よ
り
、
過
剰
労
働
の
医
師
に
対
し
て
の
「
働

き
方
改
革
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
勤
務
医
師

の
拘
束
時
間
を
分
散
し
て
、
医
師
の
確
保
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
複
数
医
師
に
よ
る
診

療
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
武
石
・
長
和
町
は
隣
接
し
同
じ
医
療
圏
と

し
て
連
携
は
深
く
、
武
石
診
療
所
で
対
応
で

き
な
い
患
者
様
を
依
田
窪
病
院
に
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
依
田
窪
病
院
と
電

子
カ
ル
テ
を
共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土

日
や
祝
日
、
夜
間
な
ど
に
急
な
病
状
の
変
化

が
あ
っ
た
時
に
、
武
石
診
療
所
で
行
っ
て
い

る
投
薬
や
検
査
の
内
容
が
依
田
窪
病
院
で
も

確
認
で
き
、
安
心
し
て
受
診
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
武
石
地
区
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

診
療
所
へ
の
通
院
が
困
難
な
患
者
様
に
は
訪

問
診
療
や
訪
問
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
武
石
診
療
所
で
は
患
者
様
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
や
生
き
方
に
も
寄
り
添
い
、

同
居
家
族
や
日
頃
の
生
活
の
様
子
、
交
通
手

段
な
ど
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

情
報
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
理
学

療
法
士
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
で
共
有
し
、
皆
様

の
健
康
を
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
、
介
護
保
険
に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必

要
な
患
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
食
事

摂
取
状
況
や
排
便
、
就
眠
な
ど
の
様
子
を
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護
職
員
、
ヘ
ル
パ
ー

の
方
々
と
も
情
報
交
換
し
て
、
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
様
に

合
っ
た
介
護
環
境
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
武
石
診
療
所
の
目

標
と
し
て
「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
の

た
め
の
新
し
い
武
石
診
療
所
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
武
石
地
区
の
皆
様
に

は
薬
処
方
だ
け
の
通
院
を
少
な
く
し
て
、
診

療
所
に
寄
っ
て
日
頃
の
健
康
の
こ
と
、
家
庭

や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
の

運
動
不
足
の
解
消
の
た
め
に
、
診
療
所
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
映
画「
Dr.
コ
ト
ー
診
療
所
」で
は
、コ
ト
ー

先
生
が
一
人
で
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
人
た
ち
と
共
に

話
し
合
い
、
協
力
し
て
、
助
け
合
い
な
が
ら

診
療
所
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
武
石
地
区
で

も
、
地
域
の
皆
様
を
含
め
て
〝
ワ
ン
チ
ー
ム
〞

で
持
続
可
能
な
武
石
診
療
所
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

令
和
５
年
３
月
末
で

宅
直
制
度（※

）を
廃
止
し
ま
す

令
和
５
年
３
月
末
で

宅
直
制
度（※

）を
廃
止
し
ま
す

武
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信

武
石
診
療
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ン
チ
ー
ム
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地
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療
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〜
ワ
ン
チ
ー
ム
で
目
指
す
地
域
の
医
療
〜

　
武
石
診
療
所
は
、
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
を
大
切
に
し

た
地
域
の
家
庭
医
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
口
減
少
と
と
も
に
患
者
数

が
減
少
し
、厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
提
供
す
る
た
め
に
は
、
武
石

診
療
所
の
運
営
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
令
和
2
年
に
地

域
の
皆
様
の
お
考
え
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

様
々
な
課
題
等
が
挙
げ
ら
れ
る
中
、
宅
直
制
度
の
見
直
し

が
必
要
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、夜
間
・
休
日
の
急
病
の
場
合
、診
療

所
を
利
用
す
る
方
は
全
体
の
1
割
に
満
た
ず
、
ま
た
依
頼

件
数
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
医
療
機
関
と

の
役
割
分
担
、ま
た
、診
療
所
の
経
営
改
善
の
観
点
か
ら
、

３
月
末
で
宅
直
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
2
月
に
導
入
予
定
の
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
依
田
窪
病
院
と
共
通
で
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
夜
間
・
休
日

で
も
武
石
診
療
所
の
患
者
さ
ん
が
依
田
窪
病
院
で
速
や

か
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。診
療
情
報
の
共
有

に
あ
た
っ
て
は
、必
要
な
説
明
を
行
い
、患
者
さ
ん
が
安
心

し
て
受
診
で
き
る
よ
う
必
要
な
事
務
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
武
石
地
域
に
お
け
る
継
続
し
た
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※

宅
直
制
度…

看
護
師
が
携
帯
電
話（
診
療
所
直
通
電
話
）

を
持
ち
、
24
時
間
３
６
５
日
患
者
か
ら
の
呼
び
出
し
に

応
え
ら
れ
る
診
療
体
制
。

　武石地域の課題を技術で解決することを目的に、ドローン及びトラクターの
自動運転実証実験が行われました。ドローンの実証実験では、大雨による災
害が発生したと想定し、被災箇所の確認及びノリ薬局たけしから武石診療所
までの往復約６ｋｍを、ドローンを自動運転させて物資の輸送を行いました。
トラクターの実証実験では、ほぼ同じ面積の農地を２つ用意し、手動運転と
自動運転を切り替えながら、熟練運転手と初心者運転手がトラクターを運転
して、作業時間や燃費等にどのような変化があるのか検証しました。

上田市武石スマートシティ実証プロジェクト事業
ドローン・トラクター自動運転実証実験 12月13日㈫・16日㈮

　長和町役場で少年野球
教室（依田窪南部JBC）
の大会優勝報告会が行わ
れました。
　監督から今年一年間の
野球大会についての報告
を行った後、キャプテンの
齊藤皇己さん（上本入）
から、「僕たちが大好きな
野球ができるのは、お父
さん、お母さんの協力の
おかげです。」と感謝の気
持ちが伝えられました。

大会結果報告会（依田窪南部JBC）
12月9日㈮

　ともしび博物館では、秋の夜灯りイベントが開催さ
れました。今年の灯り文字は、寒さやコロナに負けな
いで頑張ろう、との思いが込められ「忍」の文字を作
成しました。館内には、地元の「灯りを楽しむ会」の
竹灯篭のほか、武石保育園や武石小学校の子どもた
ちのランタンなど、約400基の灯りが秋の夜の博物
館を彩りました。
　また、11月１日㈫から23日㈬まで、灯火器具を題材

ともしび博物館秋の夜灯り
イベント＆浮世絵版画展
11月12日㈯

武
石
公
民
館
だ
よ
り

武
石
公
民
館
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▼大会結果
第36回　岩村田地区親善大会  準優勝
第50回　丸子少年野球リーグ  優勝
第71回　上田市総合体育大会軟式野球競技学童部
　　　　 チャンピオンシップ部門  優勝
第12回　ながわカップ  準優勝
第17回　豊田杯交流大会（諏訪市）
　　　　フェニックストーナメント  優勝
　　　　代表者３名によるベースランニング大会  優勝

　武石総合グラウンドで、武石スポーツ協会との共催で、小学生
を対象に「ジュニアよもやまスポーツ教室」を開催しました。例年
はニュースポーツの指導を行ってきましたが、コロナ禍でここ２年
は中止。３年ぶりの開催となりました。
　本年度は塩沢勝吾氏（松本大学サッカー部コーチ）をお招き
し、サッカー講習会２回を開催しました。平日の夜間講習でした
が、小学生34名が参加しました。
　第1回は、４グループ対抗の鬼ごっこ、ボール２個使用の全員
出場サッカー、早いドリブルの基礎等。その中でチームワーク、
ルールを守る大切さ等を教えていただきました。第２回は、ボール

ジュニアよもやまスポーツ教室
11月10日㈭・12月8日㈭

　丸子文化会館セレス
ホールで「第50回ふれ
あ い・人 権 の 集 い
2022」が開催されま
した。今年のテーマは
気づきからの学び 一人
ひとりからの発信で、

第５０回ふれあい・人権の集い
12月10日㈯

第1部では丸子・武石地域の小中学生の人権作文の発表
などがあり、依田窪南部中学校生徒など4名が人権の尊
さについての考えや思いを発表しました。　

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため閉室の場合があります。

武石公民館図書室だより

★みなさまのご利用をお待ちしております。武石公民館 ℡ 85－2030問武石地域総合センター2階場

新着図書情報
【小説・エッセイ・実用書】 
●すずめの戸締まり 新海誠/著　　　　
●まあたらしい一日 tupera　tupera/絵　
●長野Komachi 11月号 長野こまち/発行
●はじめまして農民美術 西川正伸/発行

【児童書（絵本）】 
●うまにんげん 大串ゆうじ/絵
●給食室のいちにち イシヤマ アズサ/絵

●ころりん・ぽい！ ひらぎ みつえ/作
●日曜日のはじめちゃん クリハラ タカシ/著
●赤い鉄橋を渡っていくよ 岡田光司/写真
●ひみつのえんそく 武田美穂/絵
●おすしがふくをかいにきた 田中達也/作
●出発！乗り物めいろブック やまおかゆか/絵
●どきどきキッチンサーカス 山村浩二/絵
●まいごのモリ―とこうもりのかさ はたこうしろう/絵
●ふゆのコートをつくりに 布川愛子/絵

●開館時間：平日 9：00～17：00
●休  館  日：毎週土・日曜日、祝日、本の整理日

とした江戸時代の浮世絵
版画展が開催され、人々
の生活に灯火器がどのよ
うに使われ、現代に生きて
いるのかを浮世絵を通じ
て知ることができ、訪れた
人々を魅了していました。

を蹴ってコーンを倒す練習、シュートに
持ち込むパス回しの練習、その後３チー
ムによる試合形式の練習をやりました。
子どもたちは、ワールドカップの選手気
分でしょうか…本気で戦っていました。

さい  とう  こう   き
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